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Cotton ratを用いた糸状虫症化学療法の実験的研究

(1）スバトニン及びマフアノレグーノレの流血中ミク

ロフイラリア数に及ぼす影響

佐藤 孝慈

東京大学伝染病研究所寄生虫研究部（指導佐々学教授）

（昭和 34年 8月 10日受領）

特別掲載

緒論

フィラリア（糸状虫〉には多くの種類があり，世界各

地に広範囲にわたって人及び家畜に色々な疾患を起して

いる。なかでも我国て特に重大なのは南西日本における

人のバンクロフト糸状虫症と，本州以南の全土にわたる

犬，牛，馬，山羊，羊等の各種糸状虫性疾患である。

これらの予防，治療については近年とくに著者らの研

究室ても活溌な研究が開始され，とくにヂエチールカル

パマヂンの集団投薬と，媒介蚊対策の併用によるパンク

ロフト，マレー両糸状虫の地域的駆除法の研究が伊豆諸

島，四国，奄美大島などで行われて来た。とれらの実地

研究にあたって，ヂエチールカルパマチンをどのような

法式て投薬すれば最も長期間有効であり，しかも経済的

てあるかは，糸状虫対策の成否の鍵をにぎる問題である

が，これを解明する為には色々な基礎実験が必要てある

事を感じた。とくに，同一薬品を短期間に集中的に投薬

することと，長期に分割投薬するととのいづれが有利か

は，早急に解決を要するととであり，ひいては本剤の作

用機転を明らかにするととの必要に迫られて来た。

とれらの実情から著者は当研究室て累代保存中のコト

ンラット Sz初iodonhz"spidus Uこ寄生する Litomosoides

carinz"z" (Travassos, 1919）を実験材料として，とれを一

定条件て感染させた後に色々な方法て化学療法剤を投薬

してそのミクロフィラリア及び成虫に対する効力を検討

KOJI SATO : Experimental studies on the chemo-

therapy of五lariasiswith the cotton rat filaria Litom-

osoides carinβ・ （1) Effects of Diethylcarbamazine 

(Supatonin) and Mapharsol (Mapharsemin) on the 

micro五lariae (Department of Parasitology, Institute 

for Infectious Diseases, University of Tokyo) 
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する研究を行ったので，とれまでの成績を報告する事に

した。

なお，との寄生虫についてはすでに当研究室の若杉

(1958）がその感染方法，経過，病変などの基礎研究を

行っており，化学療法の実験的研究に用いたのは，我国

ては今回が始めてで，当初米国ては若干との面の研究も

行われたが，近年ては，ほとんど諸外国にもみるべき研

究はない。

糸状虫症に関する基礎研究には従来は主として犬糸状

虫が用いられたが，多数実験にはコトンラットの方がず

っと有利である事は明らかである。しかしコト ンラット

の飼育繁殖が困難てあるとと，イエダニを中間宿主とし

て感染させる技術がむづかしかったととなどから，あま

り実用されなかった。しかし当研究室ては，ょうやく近

年多数の感染コトンラットを維持する事に成功し，その

結果との種の化学療法実験を行うととが出来た次第であ

る。

実験材料及び方法

糸状虫の性状：ととて実験に供した糸状虫は 1953年

8月に Texas大学の J.A. Scott教授より当研究部に

Lz~omθsoides cariniz"に感染したイエダニの送付をうけ

たものを，武田製薬研究所から牙譲されたコ トンラット

に感染させ，以後当研究室に累代感染させて来たもの

で，我国てはこれまでとの寄生虫に関する研究は他ては

殆んど行われ、ていない。

中間宿主のイエダニ Ornithonyssusbacotiは当研究

室のマウスに繁殖していたものを分離培養して使用して

し、る。

Litomosoi協 scarz均iiは Filarioideaにl属する細い長い



昭和 34年 12月 (1959）〕

線虫て、 Cottonratの胸腔に主として寄生する。

体長は雄 17.2～24.imm，平均 19.7mm体巾は平均

0.067mm，雌は56.8～96.lmm，平均70.5mmて雄の約

3.5倍，体巾は平均 0.098mmクチクラは比較的うすく

なめらかで極めてよく発達した口腔を有するが口居はな

い。雌は卵胎性て，子宮内に卵を包蔵し睦に近い部分は

ミクロフィラリア〈以下 Mfに略〉 を蔵する。 Mfは

Cotton ratの流血中に出現して来る。 ζの Mfは人及

び犬の Mfに較べ，メチルグリン・ピロニン及び Gie-

m坦法等による染色て内部構造の排湘細胞， G細胞群

などを体細胞から明瞭に区別する事は困難であった。

Mfは鞘を有し，鞘共体長平均 119.0μ の小型である。

成虫が多数寄生すると宿主は心嚢水腫を起し．死の転起

をとる事がある。

Cotton ratの飼育法： Cottonratの飼育はほ三ラット

と同様な方法て行った。

発情は生後 8ヵ月頃から来るが， 3ヵ月過ぎると雄は

同一ケージに2頭以上収容した場合弱いものが殺され，

I頭しか残らなくなるととが多い。しかし雌てはとの様

な事が殆んどないので， 1ケージに雄1頭に雌2頭以上

を入れる事が出来る。

雌は 1回の分娩て約 8～5匹をうみ，妊娠期間は約21

日である。叉なかには分娩直後雌が自分の子を食するも

のがあるので妊娠後期には暗処におき，つとめて刺戟を

さげるよう注意した。出産し 5日後から子は眼が聞き

体毛は僅かに生えて来る。離乳は約3週間てある。

飼料には主としてオリエンタル酵母株式会社製の大型

固形飼料を与えた。タトに野菜と水を与えたが妊娠中及び

分娩後は特に水と野菜をかかさぬ様にし，尚補食として

週に 2回位煮干を与えた。

このほか巣の材料としては膏梅綿と木毛を半々に入れ

ておくが，特に冬は綿を余計に入れた方がよい犠であ

る。

Cotton ratに対する糸状虫の感染：感染方法としては

流血中に Mfの認められる Cottonratからイエダ＝を

分離し，ガラスチュープに入れ25°0の瞬卵器に約2週間

保存し，再び未感染 Cottonratに附着させる方法をと

った。とれを約70日後検血を行い感染の有無を調べた。

叉実験観察中は，イエダニからの再感染を防ぐ目的て，

頻繁に巣の中を清掃し，実験（百〉からは更に20%マラ

シオン乳剤を水て、 0.2%に稀釈し餌箱，給水瓶を除いて

ケージ面 1平方米あたり lOOccの割て散布した。
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Mfの観察法： Cottonratが感染して流血中に Mfを

出しているかどうかを調べるには，尾端を針て、穿刺し，

血液をスライドグラス上にとり直接検鏡した。

Mfの定量検血には1/3の注射針て尾端を穿刺し，軽く

尾根から先端迄を圧し，出た血液を特別に目盛を施した

ずーリー用ピペットて， 2.5 cmm吸い，スライドグラ

ス上に蛇行状にのぼし，乾燥後20%メタノールて溶血，

ギムザ染色を行い顕徴鏡て Mfの数を調べた。

供試薬剤：実験に使用した薬品は Diethylcarbamazine

と有機枇素剤の Mapharsolの2種てあるが， Diethylcar-

bamazineは 1・Diethylcarbamyl-4・Methylpiperazine の

構造をもち，田辺製薬より提出をうけたクエン酸塩「ス

パトニン」の注射液を使用した。とのものは 5ccに1g 

の割て該薬剤を含む。 Mapharsolは第一製薬の「マフア

ーセミンJ2号て 3-Amino-4-0xyphenylarsinoxid塩酸

塩を主成分とする。

投薬方法：投薬法は連続集中投薬法，間隔投薬法，連

続集中後間隔投薬法の 3方法て，実験 cII)ては経口投

与て行ったが，その他の実験てはすべて腹腔内注射によ

り投与した。注射時刻は殆んど午後2時から 3時の聞に

行った。

なお本論文中の薬量はすべて体重 lkgあたりの mg

数て示しである。

実験成績

本研究にあたっては，先づ供試薬剤の 2種について，

マウスを用いその毒性を検討した〈実験I)。つ立いて

スパトニンについて，種々な薬量を用い，連続投与法と

長期にわたる間隔投与法，及びζの併用法の血中 Mf数

に及ぼす影響の比較を予備実験として行った〈実験II)。

その結果をさらにたしかめる為に，総量を 300mg/kgと

しとれを短期間に連続集中して投薬した場合，分割して

長期にわたり間隔をおいて投薬した場合，との両者の折

中の連続集中後間隔投与した場合の 8群に牙けて比較し

た〈実験］［）。さらにスパトニンを多量に用いて短期間

に根治しうるかどうかを知るために，ほとんど致死畳に

近い量を連続して投薬する実験を行った。とのさいに批

素剤についても同様の実験を併わせて行った（実験IV）。

叉スパトニンの多量を長期間連続投与した場合の検討を

行った（実験V）。
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(I）スパトニン及びマフアルゾールの毒性試験

スパトニンは体重15gのDDマウスを用い，体重 1kg 

あたり 1,100 mg, 900mg, 700mg, 500mg, 300mgとな
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るように各群 7頭づっ腹腔内に 1回注射したととろ， 24

時間後には 450mgが 7頭中 2頭死亡し， 400mg, 350 

mgは48時間後も全部生存した。とれにより LDsoは

485.3mg と算出された。

マフアルゾールは 2号のアンプノレ中に60mgの枇素剤

964 

るように蒸溜水にて稀釈し各群 7頭づっ 0.2ccを夫々腹

腔内に 1回注射した。 24時間後1,100 mg, 900mg, 700 

mgは全部死亡し， 500mgは7頭中 5頭が死古し，300

mgは48時間後も全部生存した。更に同一体重のマウス

について体重 lkgあたり 450mg,400mg, 350mgとな

コトシラヅトの流血中ミクロフィラロア数に及ぼすスパト＝シの各種投与法の影響 （実験 2)第 1表

血液 2.5cmm中のミクロフィラリヤ数体重個体
J性

番号 15週9週8週7週6週5 J.毘4週3週第 1週 2週投薬前
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第 1図
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が入っているものを蒸溜水にとかし，体重19gの

D Dマウスを用い注射量 0.2cc中に体重 1kgあた

り 160mg, 80mg, 40mg, 20mg, lOmgとなる様

に計算し各群 7頭づっ腹腔内に 1回注射を行っ

た。 24時間後には 160mg,80mgが全部死亡し，

40mgは 7頭中 6頭が死亡し， 20mg,10mgは 48

時間後も全部生存した。更に同一体重のマウスを

用い，体重 1kgあたり 60mg,40mg, 30mg, 20 

mgとなるように計算し， 各群7頭づっ同じく腹

腔内に 1 回注射した。 ~4時間後には 60mg は全部

死亡し， 40mgは同じく 7頭中 6頭が， 30mgは

7頭中 4頭が死亡し， 20mg群は48時間後も全部

生存した。以上の成績からマフアルゾールのマウ

スに対する LDsoは30.9mgと算出された。

c Il）予備実験〈実験Il)

第 1群は 2頭， 1日1団体重 ikgあたり 25mg

を10日連続投与し10日聞の休止後週2回の割て1

回に 250mg計 6回，総投与量 1,750 mg，第E群

は 1頭， 1日1回50mg 1週間連続投与し， 2週

間の休止後，週 1回 250mgの割て計 4回総投与

量1,350mg 

第E群は 2頭， 50mg週 1回計 7回て、総投与量

350mg 

第百群は 2頭， l回 250mg月l回計 2回て総

投与量 500mgを与えた：o

投薬開始前2回検血を行い 9月16日より投薬を

開始し，－定期的に対照群も 1諸に検血を行った。

その結果は第1図第1表に示した如く，第1群の

25 mg叉は第2群の 50mgをはじめに述日投与し

た場合血中 Mfは，はじめの 5日目位迄に急激に

減少するが，完全には消失しなかった。

しかしその後尚連続投与しでも更に減少の徴候

は見られず，投薬を中止すると増加の傾向が見ら

れた。とれに更に 250mgを週2回， ないし 1回

の間隔て 3～ 4週投薬した所増加は抑制され Mf

は引きつ三き低い数に抑えられた。対照はその間

殆んど増減が認められなかった。なお第l表の第

E，第百群，第l図の 3'4に示した如く， No.4, 

5' 6' 7のコトンラットについて50mgを週 l

回7週，叉は 250mg月 l回 2月間等の間隔投与

を試みたととろ，前述の場合に比し，総量が 3分

の 1ないし 5分の 1の量て長期間後には同様の効

果を生ずる事を認めた。即ち連続投与の初期の様

(1959)) 昭和 34年 12月
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第 2図 コトシラットの流血中ミクロフィラリア数に及ぼすスパトエシ投薬の影響（実験 3)
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第 3図 コトユ／ラヅトの流血中ミクロフィラリア数に及ぼすスパト＝こ／投与の影響（実験 3)

20 mg/kg 5日連続，続けて 40mg/kg 5日連続の場合

15 14 13 12 11 10 9 

較して，各種投薬法の優劣を検討した。

即：；第I群の Cottonrat 5頭には 1日1回20rng5日

辿続，つ三けて 1日1回40rngを5日連続，計10日連続

集中投薬。

第E群は 5頭， 1日l回20rng 5日連続投薬後同量を

10日に 1度の間隔て10回投薬。

第E群は 5頭， 30rngを10日に 1度の間隔て10回，初

めからの間隔投与を施行した。

投薬開始前の 1月10日検血を行い，

な急激な減少ではないが，投薬を重ねるにつれ，漸次

Mfの減少をみ，特に No.6の如く始めの Mf数が30前

後の低いものでは完全に消失してしまった。

c ill)スパトニンの各種投薬方法の効果（実験llI)

予備実験によって間隔投薬法の方が Mfに対して同様

な効果を挙げるには，はるかに少量の薬剤てよいらしい

事がわかったので，ことには連続投薬法，間隔投薬法，

述続後間隔投薬法の 3法について，総投薬量を 1kgあ

たり 300rngfこそろえた場合の Mf数に及ぼす効果を比 1月13日より投薬

( 124) 
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第 5図 コトシラットの流血中ミクロフィラロア数に及ぼすスパトェシ投与の影響（実験3)

30 mg/kg 10日間隔 10回投与の場合

を開始し，定期的に対照群もー諸に検血を行った。その

Mf数に及ぼす影響は第2表，第2，ムム 5図にま

とめた如く，連続群ては，投薬翌日の検血ては減少が殆

んどみられなかったが 5日目迄に急激な減少を示し，以

後続けて 5日間倍量投薬を行っても 5日目の Mf数と変

りなく，投薬終了と同時に Mf数は漸時増加の一途を

たどり，ほ三80日後？とはもとの数に戻った。

これに比し第E群の述続後間隔投与群ては同様翌日は

Mfがやや減少し 5日自には全頭において急激な減少が

17 

みられ，以後長期にわたって Mf数は低いレベルに抑制

された。

叉第E群の間隔投与群ては，はひめの急激な減少がな

いが緩除に Mf数は減少を示す傾向にあった。との間対

照群は漸時 Mf数が増加し，実験途中て死亡した。

以上の成績から同じ 300mg/kgの薬剤を使用する場

合，集中投薬法より間隔投与法の方が長期間にわたり有

効で，叉間隔投与のはじめに 6日間の連続集中を行う事

は一挙に低いレベルに下げる事が出来る点て最もすぐれ

( 125) 
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に，有機枇素剤マフアルゾールも併せて実験した。投薬

開始前2回の検血を行い 5月2日より投薬を開始した。

その成績は次の通りて，第3表，第6図に示すように，

Cotton rat No. 1, 2, 3 V.ζマフアノレプール1日1回 5mg/

kg 10日連用， No.4, 5には同じく 3mg/kg 10日連用

した。との群てはいづれも80日後になっても Mfの減少

は認められなかった。

968 

た方法であると認められた。

CIV）スパトニン及びマフアルゾールの短期間多量投

薬法の効果検討（実験町〉

以上の実験て，スパトニンの一日量プロキロ 20mg程

度ては，短期間の場合効果が不充分なととを知ったの

で，さらに多量をあたえた際に，糸状虫を完全に駆除出

来るかどうかを知る目的で次の実験を行った。との際

コトンラットの流血中ミクロブィラリア数に及ぼす

スパトニシ並にマファ1レゾーlレ連続投与の影響（実験4)
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No. 6～10の 5頭にはスパトニン1

日1回 200mg/kgを10日連続した。

との結果てはさきの20mg/kgと異り，

2日目から Mf数は著明に減少し， 5 

日ないし 8日て極少値に達したが，そ

れ以後薬剤を与えても Mf数は減少せ

ず，投薬終了後遂次 Mf数の増加が認

められた。対照群には Mfの著明な増

減は認められなかった。

(V）スパトニンの多量長期連続投

与並に，多量連続後間隔投与の効果

（実験V)

実験（IV）て 200mg/kgの多量を10

日連続しても完全には Mfを殺滅する

事が出来なかったので，更に長期間多

量を与えた時には完全に消失するかを

知る為に，第I群の 6頭に 200mg/kg 

の 30日間長期連続投与 （総量6,000

mg/kg）と併せて第E群の 6頭に 200

498 342 

( 126) 

( 3) 

コトユノラットの流血中ミクロフィラリア数に及

マファ JレゾーJレ投与の影響（実験4)
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ratを夫々 2群に牙け 5月 27日より投薬を開始した。第

4表，第7図に示した様に第I群の連続投与ては，投薬 5

日目から10日自 に極少値を示したが，以後長期連続投薬

(1959）〕

mg/kg 5日連続後 200mg/l屯 の週 1回計 7回の （総量

2,400 mg）の間隔投与を試みた。

投薬開始前1回の検血て、， ほ三同CMf数の Cotton

昭和 34年 12月

コトシラヅトの流血中ミクロフィラリア数に及ぼすスパトニシ投与の影響（実験 5)

個体 血液 2.5cmm中のミクロフィラロア数

体重 一一 一一一
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第 7図



970 

を行っても，それ以下に Mfの減少は示さず，完全に消

失の認められたものは1頭もなかった。しかし実験〈町〉

に較べ投薬終了後の Mf数の増加，恢復は遅かった。

第E群の連続投与後間隔投与では，始めの 5日目迄に

全頭最少値を示し，以後長期にわたって Mf数は低いレ

ベルに抑制された。

この結果スパトニンは，Cottonratの糸状虫に対し殆

んど極量を用いても短期間ては充分の効果が得られず根

絶するには分割して長期間の投薬を要するものと推定さ

れた。

考察

コトンラットの Lt"tomoso幼 scarinizの Mfに対する

Diethylcarbamazineの効果は Hewittら（1948）のスク

リーニ ングテスト の成績によれば 3mg 30日連続投与

〈総投薬量90mg）の韮ても消失している場合がしばし

ばあった。それは検査血量の少い為と思われる。筆者の

実験ては， 200mg 30日間連続投薬しても完全には，Mf

の消失を来たさなかった。

しかるに人間におけるパンクロフト糸状虫， マレ一糸

状虫等に対しては従来も非常に有効な成績が得られてい

る。 Santiago-Stevensonら (1947)は Puerto-Ricoにお

けるパンクロ フト糸状虫症 26例に対し 0.5～ 3mgを1

臼3回経口投与した結果，何れの例においても急激な Mf

の減少を示し，長期効果の認められた例は投薬の持続日

数の長いもの程高率で， 結局総量 100mg以上のもの

は 100%陰性てあると述べている。

叉我国ては北村 (1950），佐藤ら（1953）が同じくバン

クロフト糸状虫に対し総投与量10～80mg以上において

は流血中仔虫の完全消失が多く認められたと報告してい

る。

マレ一糸状虫に対しては，佐々 ・林ら（1951,1953) 

が八丈小島において 1日6mg連続投薬て総量 30mg以

上の服用者は10日後に 100%陰転を示し，60mg以上の

服用者群ては 4ヶ月後においても陰性を示し，完全に長

期効果があったものとみられると述べている。

との量は Hewitt等のパンクロフト糸状虫に比すれば

その半牙の量であって，おそらく マレ一糸状虫の方が，

一層感受性が強いものであろうと思われる。

尚最近佐々ら (1959）は四国，奄美大島て，パンクロ

フト糸状虫に対し 2mg 5日つ三けて 4mg5日投与群

と， 2mg 5日連用あと 10日おきに 2mg 15回の 2群に

分けて流血中 Mfの比較をした。その結果陰転率，減少

( 128) 
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率ともはるかに述続集中後間隔投与群の方が有効であ

り，約 4ヶ月後の平均 Mf数が連続集中群が頭初の7.63

%と低下したのに較べ，後者は1.45%，叉陰転率ては前

者が 4カ月後に47.8%に比し，後者は61.7%と云う成積

が得られた。

以上の事から人聞の 2種のフイラリアに較べ Litomo-

soides carz初・iは格段に強い抵抗力をもっている事を思

わせる。

コトンラットにおいては，述続集中投与法ては20mg

ても 200mgても Mf数は 5日から 8日日頃迄に極少値

に達し，以後述続しても，それ以下には殆んど下らず，

投薬終了後と同時に漸次 Mf数は増加して約 100日後に

は投薬前の数にもどってしまった。

間隔投与群ては極く徐々に Mfは減少を示す傾向にあ

り，集中後間隔投与群では，はじめの 5日に急激に減少

をせしめ，以後長期にわたって Mf数を低いしベルに抑

制する事が出来た。とれらの成績から述続集中よりは，

初期に短期間述続集中後間隔投与する方が，はるかに薬

量が少なくて有効である事を推定し得た。

結論

1) 我が国て、生産されつつあるコトンラットを実験動

物として，とれに日本産イエダニを中間宿主として糸状

虫 Li・tomosoi'descariniiを感染させ，化学療法の効力試

験を行うととに成功した。

2) 現在抗糸状虫剤として知られている，ヂエチール

カルパマヂン（邦製スパトニン〉及び，有機批素剤uc邦
製マフアーセミン〉を供試し，まずマウスに対する腹腔

注射時の毒性をしらべたととろ，前者は毒性が著しく低

く LDsoは 485.3mg, 後者は 30.9mgであるという成

績が得られた。

3) スパ トニンについて，感染コ トンラットに色々な

薬量を異った投薬方法てあたえて，その血中 Mf数に及

ぼす影響をしらべた。

4) 毎日 1団連日投薬の方法ては， l回呈を20mgな

いし50mg5日間て血中 Mf数は著しく減少するが，そ

の後放置すると Mfは次第に増加し， ほとんどもとの

レベルに達する。 1回量を 200mgとして10日間及び30

日間あたえても Mfは完全に消失せず，中止後は叉増

加をみた。とれにより短期間に集中投薬を行ったので

は，致死量に近い琵をあたえても根絶 しない事を知つ

た。

5) スパトニンを 1週間ないし，10日の間隔て50mg,



昭和 34年 12月 (1959）〕

30mgを投与すると血中 Mfは次第に減少し，長期間に

わたり，Mf数を低いレベルに抑えうる。 同じ総薬量を

用いたさいには，長期に牙書IJした投薬法の方が長い期間

にわたり有効である。

6) 以上の経験からスパ トニンの少量を述続 5日間あ

たえて，先づ血中 Mf数を最少値にまでおさえ，その後

は1週間ないし 10日の間隔をおいて 定期的に投薬する

と，最も速やかに経済的に，しかも長期間 Mf数を最底

値におさえうる事が認められた・。

7) マフアルゾールの 3ないし 5mg/kg, 10日間の連

続投与によっては，約2カ月半の観察て， Mf数の減少

を観察し得なかった。

稿を終 るに当 P，種々御指導御援助たまわった当研究

部部長佐々学教授，林滋生博士，実験に協力をえた佐藤

金作， 田中英女，平社俊之助，下村ナオ子氏等研究部一

同，並びに薬品の提供を仰いだ田辺製薬に深謝す．

Summary 

1. The author established a colony of cotton rats 

in the laboratory and succeeded in maintaining the 

cotton rat五lariidworms (Litomosoides carinii) using 
Ornithonyssus bacoti as the transmitters. 

2. Studies on the chemotherapy of filariasis were 

.carried with those experimentally infected cotton rat, 

and the effects of diethylcarbamazine (Supatonin) and 

mapharsol (Mapharsemin) on the micro五lariaein the 

circulating blood were examined. 

3. The toxicity of the two chemicals was tested 

with laboratory mice and the LDso of diethylcarba・
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mazine was calculated as 485. 3 mg/kg while that of 

mapharsol 30. 9 mg/kg, when injected intraperitoneally 

as a single dose. 

4. Diethylcarbamazine was administered to cotton 

rats in three ways, 1. successive administration with 

daily dose of 20-200 mg/kg, for 5-30 days. 2. inter-

mittent administration with the single dose of 30-

250 mg/kg in several times at the intervals of 7-10 

days or once a month. 3. combinated administration-

successive treatment for 5 days combinated conse-

cutively with intermittent administration. 

5. The administration of the large amount of 

diethylcarbamazine in successive days resulted in the 

sudden decrease of micro五larialcounts in the circula-

ting blood, however, after the cessation of admini-

stration, the counts were apt to recover soon or later. 

6. The intermittent administration of diethylcarb-

amazine reduced the micro五larialcounts usually much 

slower, but it was revealed that this mode of treat-

ment could suppress the count of micro五lariaeto a 

low level for a considerably long period with the total 

dose much smaller than when used in successive 

administration. 

7. The combination of successive and then inter-

mittent administration of diethylcarbamazine was elu-

ciclated most advantageous. It reduced remarkably 

the counts of micro五lariaein the early course and 

kept them at a very low level for a long term. 

8. The administration of mapharsol with the daily 

dose of 3-5 mg/kg for 10 clays did not a妊ectthe 

micro五larialcounts during in the course of observation 

for 2 and a half months. 




